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安浦地区生活バスの再編について 
 

１ 利用実態調査及び住民意見聴取 
  令和元年１０月 乗込調査の実施（１０月２１日（月）及び２３日（水）） 

生活バス利用者へのアンケート調査の実施（１０月１５日から１１月１４日まで。延べ５６人） 
令和２年 １月 第１回安浦地区生活バスの見直しに関する住民意見交換会の開催（１月１７日（金）１７人参加，１８日（土）１０人参加） 

    ２月 第２回安浦地区生活バスの見直しに関する住民意見交換会の開催（２月２８日（金）２０人参加，２９日（土）１１人参加） 
       ７月 安浦地区生活バスの見直しに関する住民説明会の開催 

 

２ 新たな運行方針の設定 

  生活バスへの乗込調査や利用者アンケート結果から問題点及び課題の整理を行うとともに，住民との意見交換会を開催して意見を聴取し，その結果 
を踏まえて令和２年１０月からの新たな運行方針を設定しました。 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   
   
 
 
 
 

 

 

 

 

 

資料３ 

■課題①に対する方向性 

 起終点を安浦駅に変更すること等により，運行経路・ダイヤの複

雑さの解消を図る。 

■課題②に対する方向性 

利用が少ない方面について日中の運行をデマンド運行※とするこ

とにより，自宅近くの乗降ポイントでの乗降を可能とする。 

※予約があったときのみ運行する方式 

■課題③に対する方向性 

起終点の変更に伴い回送的に運行している経路の廃止や，利用ニ

ーズを考慮し，利用の多い区間は定時定路線（安浦駅から小用入口

までの幹線部分）とし，利用の少ない区間は通勤通学時間帯以外を

デマンド運行とすることによる経路の全体的な効率化を図る。 

《１０月１日からの運行方針》 

①車両の小型化 

 （通学対応のため，別途，スクールバスを運行） 

②マイクロバスと小型車両の計２台による運行 
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新たな運行方針 
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３ 安浦地区生活バス運行事業者の公募 

現在，安浦地区生活バスを運行している安浦交通株式会社が，令和２年９月３０日をもって事業を廃止することに伴い，令和２年１０月１日から 

「２ 新たな運行方針の設定」の内容により運行する事業者を選定するため，公募型プロポーザル方式による公募を次のとおり実施します。 

(1) 選定方法等 

  ア 選定方法 

    安浦地区生活バス運行事業者の候補者については，生活交通運行事業者選定委員会を設置し，当該委員会で選定します。 

  イ 審査項目 

    運行経費の低廉性を主眼に置きながら，次の五つの審査項目を基準にして候補者を選定します。 

審査項目 主な評価基準 

１ 運行の実現性 ①営業設備の確保，②人員体制，③運行管理体制の確保など 

２ 運行の安全性 ①運行の安全確保，②事業従事者の労務管理，③車両整備体制など 

３ 運行の安定性 ①事業者の経営状況，②収支見込み，③通学臨時便への対応など 

４ 利用者へのサービス ①接客，②利用促進に係る方策，③利用者ニーズの把握など 

５ その他 路線運営に対する事業者からの提案 
  
(2) 今後のスケジュール（案） 

    令和２年 ６月下旬     公募開始（７月中旬まで） 

７月下旬     生活交通運行事業者選定委員会で運行事業者の候補者を選定 

       １０月 １日（木） 新たな運行事業者による新たな運行形態での運行開始 
 


